
平
成

年
第

回（

月
）定
例
会
で
は
、

市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
諮
問
、
同
意
案
、

条
例
案
等

件
、
新
年
度
予
算
案
を
含
む

予
算
案

件
、
委
員
会
提
出
議
案

件
の

計

件
の
議
案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

定
例
会
初
日
に
は
、
議
案

件
が
上
程

さ
れ
、
そ
の
う
ち
諮
問

件
、
同
意
案

件
及
び
委
員
会
提
出
議
案

件
を
審
議

し
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
新
年
度
予
算
案
を
除
く
そ
の
他

の
議
案
を
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
し
、

各
常
任
委
員
会
で
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

定
例
会

日
目
に
は
、
各
常
任
委
員
会

に
付
託
さ
れ
た
案
件
に
つ
い
て
、
各
委
員

長
の
報
告
、
討
論
、
採
決
を
行
い
、
す
べ

て
提
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

新
年
度
予
算
案
は
、平
成

年
度
予
算
に

比
べ

・

％
の
減
で
、そ
の
主
な
要
因

は
、扶
助
費
の
増
が
あ
る
も
の
の
、投
資
的

経
費
の
減
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。
新
年

度
予
算
案
に
つ
い
て
は
、定
例
会
初
日
に
設

置
さ
れ
た
予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
、

日
間
に
お
よ
ぶ
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

定
例
会
最
終
日
に
は
、新
年
度
予
算
案
に

つ
い
て
、予
算
特
別
委
員
長
の
報
告
、討
論
、

採
決
を
行
い
、す
べ
て
提
案
ど
お
り
可
決
し

ま
し
た
。
ま
た
、追
加
し
て
提
案
さ
れ
た
副

市
長
の
選
任
の
同
意
案
等

件
に
つ
い
て

も
、す
べ
て
提
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

平成 年第 回定例会 議決状況

市議会だより 第 号（平成 年 月 日発行）

平
成

年
度
一
般
会
計
予
算

億

万
円

厳
し
い
財
政
運
営
の
中
、

年
ぶ
り
の
減
額
予
算

平成 年
第 回定例会
平成 年
第 回定例会

お詫びと訂正
月 日発行の 市議会だより第 号 に誤りがありました。
ページに掲載した 平成 年度水道事業会計決算に対する《本会議での賛成討論》

は、 平成 年度歳入歳出決算に対する《本会議での賛成討論》でしたので、お詫び
し、訂正します。

第 回定例会の日程

月 日（ 日目）

開会、会期の決定、議案説明、同意案採決【同意可決】、
新年度予算案を除く議案付託（常任委員会）、
委員会提出議案採決【原案可決】、
予算特別委員会設置・委員の選任、
新年度予算案付託（予算特別委員会）

月 ・ 月 日 新年度予算案を除く付託議案の常任委員会審査

月 日（ 日目） 常任委員長報告─新年度予算案を除く議案採決【原案可決】

月 日（ 日目） 代表質問

月 日（ 日目） 代表質問

月 日（ 日目） 一般質問

月 ・ 日 付託議案の予算特別委員会審査

月 日（ 日目）

予算特別委員長報告─新年度予算案採決【原案可決】、
追加提出議案説明、同意案採決【同意可決】、
議案付託（総務委員会）、委員長報告、議案採決【原案可決】、
閉会

第 回定例会で可決した案件
条例案等 件

予算案 件

諮問 件

同意案 件

委員会提出議案 件



市議会だより 第 号（平成 年 月 日発行）

・個の力が発揮でき、人の力で発展していくまち 人づくり
小学校におけるキャリア教育の推進 万円 【元気創造】
青少年サミットの開催 万 千円【元気創造】

・安全で安心な暮らしを地域で支えあうまち 安心づくり
子ども手当の支給 億 万 千円
認定こども園施設の整備 億 万 千円

・環境と調和した生活しやすいまち 快適づくり
公営住宅における民間住宅の活用 万円
温暖化対策地域協議会の設立 万円

・交流が盛んなにぎわいのあるまち 活力づくり
農業外企業参入への支援 万円
ものづくり開発系人材定着事業への支援 万円
東広島市シティセールス戦略プランの策定 万 千円【元気創造】

・新たな発想を活かした自立と協働のまち 自立のまちづくり
第 次行政改革への取組み 万 千円
市有建物営繕基本計画の策定 万円

【元気創造】・・・ひがしひろしま元気創造事業

平成 年度予算での主な新規事業平成 年度予算での主な新規事業

歳入予算款別構成図（単位 千円）



《
予
算
特
別
委
員
会
の
審
査
概
要
》

一
般
会
計
予
算

委
員
か
ら
の
主
な
意
見
・
要
望

・
遠
距
離
通
学
者
に
対
す
る
通
学
費
用
の

補
助
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
画
一
的
な

も
の
で
は
な
く
、
個
々
の
状
況
に
柔
軟

に
対
応
で
き
る
も
の
に
す
べ
き
で
あ

り
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
基
準
に
つ
い
て

は
、
学
校
の
統
廃
合
な
ど
特
殊
な
場
合

に
限
り
運
行
す
る
こ
と
と
し
、
費
用
は

全
額
市
が
負
担
す
べ
き
で
あ
る
。

・
急
速
に
宅
地
化
が
進
む
寺
家
地
区
周
辺

の
浸
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
状
況
の
的

確
な
把
握
、
宅
地
開
発
に
関
す
る
制
限

や
調
整
池
の
あ
り
方
の
検
討
な
ど
、
計

画
的
で
効
果
的
な
対
応
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

・
高
齢
者
の
孤
独
死
対
策
と
し
て
、
ひ
と

り
暮
ら
し
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
へ
の

補
助
な
ど
の
取
り
組
み
を
検
証
し
、
問

題
意
識
を
持
っ
て
対
応
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

・
第

次
行
政
改
革
で
は
、
具
体
的
に
一

つ
一
つ
の
事
業
を
見
直
し
、
部
局
間
の

連
携
に
よ
り
移
管
や
廃
止
な
ど
実
践
的

な
取
り
組
み
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

平成 年第 回定例会 議決状況

市議会だより 第 号（平成 年 月 日発行）

歳出予算款別構成図（単位 千円）

歳出予算性質別構成図（単位 千円）



委
員
会
で
の
反
対
討
論

経
済
状
況
が
深
刻
な
中
、
今
後
、

億
円
以
上
の
大
規
模
事
業
が
控
え
て
お

り
、

、

年
先
に
は
、
基
金
は

億
円

近
く
減
る
と
い
う
財
政
推
計
も
示
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
経
済
対
策
に
つ

い
て
は
、
中
小
零
細
業
者
へ
の
支
援
に
よ

る
経
済
対
策
の
充
実
、
労
働
時
間
と
非
正

規
労
働
者
数
を
減
ら
し
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
の
実
現
な
ど
を
図
る
べ
き
で
あ

る
。
ま
た
、
国
に
は
、
国
庫
補
助
金
、
交

付
税
の
増
額
を
要
望
す
る
と
と
も
に
、
橋

梁
、
公
園
施
設
の
維
持
管
理
な
ど
の
必
要

な
財
源
を
確
保
す
べ
き
で
あ
る
。
光
ケ
ー

ブ
ル
事
業
な
ど
不
要
な
公
共
投
資
は
行
う

べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
。

委
員
会
の
審
査
結
果

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

特
別
会
計
・
企
業
会
計
予
算

委
員
会
の
審
査
結
果

採
決
の
結
果
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
・
老
人

保
健
特
別
会
計
・
介
護
保
険
特
別
会
計
に

つ
い
て
は
賛
成
多
数
を
も
っ
て
、
そ
の
他

の
会
計
に
つ
い
て
は
、
全
会
一
致
を
も
っ

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

《
新
年
度
予
算
に
つ
い
て

本
会
議
で
行
わ
れ
た
討
論
》

特
別
会
計
予
算

反
対
討
論

国
民
健
康
保
険
、後
期
高
齢
者
医
療
、

老
人
保
健
、
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

に
反
対
す
る
。

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、
低
所

得
者
ほ
ど
医
療
機
関
の
受
診
を
抑
制

し
、
そ
の
結
果
受
診
が
遅
れ
、
死
亡
に

至
っ
た
ケ
ー
ス
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

窓
口
負
担
の
軽
減
対
策
と
基
金
の
取
り

崩
し
に
よ
る
国
民
健
康
保
険
税
の
引
き

下
げ
が
必
要
だ
と
考
え
、
反
対
す
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て
は
、

月
に
保
険
料
が
引
き
上
げ
ら
れ
、

年

後
に
更
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
。滞

納
世
帯
が
増
加
し
医
療
抑
制
に
つ

な
が
る
こ
の
医
療
制
度
を
今
す
ぐ
廃
止

し
、
元
の
老
人
保
健
会
計
に
戻
す
こ
と

を
求
め
、
反
対
と
す
る
。

老
人
保
健
に
つ
い
て
は
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
へ
の
移
行
に
反
対
す
る
。

介
護
保
険
に
つ
い
て
は
、
低
所
得
者

層
に
配
慮
し
た
施
設
を
整
備
す
る
た

め
、
基
金
の
取
り
崩
し
や
国
の
助
成
金

等
の
活
用
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

市議会だより 第 号（平成 年 月 日発行）

区 分 平成 年度当初予算額 平成 年度当初予算額

一般会計 億 万円 億 万円

特

別

会

計

住宅新築資金等貸付事業 万 千円 万 千円

公共下水道事業 億 万 千円 億 万 千円

産業団地汚水処理施設事業 万 千円 万 千円

農業集落排水事業 億 万 千円 億 万 千円

ひがしひろしま墓園管理事業 万 千円 万 千円

特定地域生活排水処理事業 万 千円 万 千円

寺家地区土地区画整理事業 億 万 千円 万 千円

国民健康保険 億 万 千円 億 万 千円

後期高齢者医療 億 万 千円 億 万 千円

老人保健 万 千円 万 千円

介護保険 億 万 千円 億 万 千円

財産区（管理会）
万円

（ 管理会）
万 千円

（ 管理会）

計 億 万 千円 億 万 千円

合 計 億 万 千円 億 万 千円

区 分 平成 年度当初予算額 平成 年度当初予算額

一般会計

特

別

会

計

住宅新築資金等貸付事業

公共下水道事業

産業団地汚水処理施設事業

農業集落排水事業

ひがしひろしま墓園管理事業

特定地域生活排水処理事業

寺家地区土地区画整理事業

国民健康保険

後期高齢者医療

老人保健

介護保険

財産区（管理会）

計

合 計



常
任
委
員
会
に

付
託
し
て
可
決
し
た
案
件

【
総
務
委
員
会
付
託
案
件
】

広
島
県
市
町
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す

る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
組

合
規
約
の
変
更

広
島
県
市
町
総
合
事
務
組
合
か
ら
の

甲
双
衛
生
組
合
の
脱
退
及
び
組
合
の
事

務
所
の
位
置
の
変
更
並
び
に
同
組
合
の

規
約
の
変
更
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決

を
求
め
る
も
の
。

暴
走
族
等
の
追
放
の
推
進
に
関
す
る
条

例
の
制
定

暴
走
族
等
の
追
放
を
推
進
す
る
こ
と

に
よ
り
市
民
の
安
全
及
び
平
穏
な
生
活

環
境
の
確
保
並
び
に
少
年
の
健
全
な
育

成
を
図
る
た
め
、
市
、
市
民
、
事
業
者

等
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

市
が
行
う
施
策
に
つ
い
て
必
要
な
事
項

を
定
め
る
も
の
。

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び
職
員

の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

労
働
基
準
法
の
一
部
改
正
及
び
国
家

公
務
員
の
一
般
職
の
職
員
の
取
扱
い
に

合
わ
せ
て
、
月

時
間
を
超
え
る
時
間

外
勤
務
に
係
る
時
間
外
勤
務
手
当
の
支

給
割
合
を
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
当

該
引
き
上
げ
分
の
支
給
に
代
え
て
、
正

規
の
勤
務
時
間
に
お
い
て
も
勤
務
す
る

こ
と
を
要
し
な
い
日
又
は
時
間
を
指
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
の
新
設
、
そ

の
他
所
要
の
規
定
を
整
備
す
る
も
の
。

火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正

消
防
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
地
震

等
の
災
害
に
対
す
る
防
災
管
理
の
た

め
、
一
定
の
建
築
物
等
に
つ
い
て
防
災

管
理
者
の
設
置
等
が
義
務
付
け
ら
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
当
該
防
災
管
理
業
務
の

一
部
の
委
託
を
受
け
た
者
が
行
う
べ
き

事
項
を
定
め
る
と
と
も
に
、
所
要
の
規

定
を
整
備
す
る
も
の
。

請
負
契
約
の
締
結

平
成

年
度
地
域
情
報
通
信
基
盤
整

備
推
進
交
付
金
事
業
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

施
設
幹
支
線
敷
設
工
事
（
第

期
）
の

請
負
契
約
を
締
結
す
る
も
の
。

契
約
金
額

億

万

円

契
約
の
相
手
方

中
電
工
・
立
芝
特
定
建
設
工
事

共
同
企
業
体

請
負
契
約
の
変
更

平
成

年
第

回
臨
時
会
で
議
決
し

た
、
平
成

年
度
地
域
情
報
通
信
基

盤
整
備
推
進
交
付
金
事
業
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
施
設
幹
支
線
敷
設
工
事（
第

期
）

請
負
契
約

に
つ
い
て
、
工
事
の
内
容

の
一
部
を
変
更
す
る
必
要
が
生
じ
た
た

め
、請
負
契
約
金
額
を
減
額
す
る
も
の
。

変
更
契
約
金
額

億

万

円

減
少
額

万

円

契
約
の
相
手
方

中
電
工
・
立
芝
特
定
建
設
工
事

共
同
企
業
体

本
会
議
で
の
反
対
討
論

住
民
の
多
く
は
、
携
帯
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
の
通
信
費
の
支
払
い
に
苦

慮
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
。
光
ケ
ー

ブ
ル
へ
の
加
入
促
進
の
た
め
に
人
員
配

置
し
、
活
用
策
も
論
議
し
て
い
る
が
、

住
民
の
理
解
は
低
く
、
負
担
増
に
対
し

慎
重
に
な
っ
て
い
る
。経
済
低
迷
の
今
、

税
金
を
投
入
し
て
、
優
先
す
べ
き
事
業

で
は
な
い
と
考
え
、
反
対
す
る
。

【
文
教
厚
生
委
員
会
付
託
案
件
】

財
産
の
取
得

中
央
中
学
校
の
用
に
供
す
る
土
地
を

買
い
入
れ
よ
う
と
す
る
も
の
。

面
積

万

・

取
得
価
格

億

万

円

相
手
方

東
広
島
市
土
地
開
発
公
社

平成 年第 回定例会 議決状況

市議会だより 第 号（平成 年 月 日発行）

建設が進む中央中学校

水道事業会計

区 分 平成 年度当初業務予定量・予算額 平成 年度当初業務予定量・予算額

給水戸数 戸 戸

年間総配水量

一日平均配水量

収益的収入 億 万 千円 億 万 千円

収益的支出 億 万 千円 億 万 千円

資本的収入 億 万 千円 億 万円

資本的支出 億 万 千円 億 万 千円

区 分 平成 年度当初業務予定量・予算額 平成 年度当初業務予定量・予算額

給水戸数

年間総配水量

一日平均配水量

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出



公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

八
本
松
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
管
理
を

行
う
指
定
管
理
者
と
し
て
、
八
本
松
小

学
校
区
体
育
振
興
会
を
指
定
す
る
も

の
。

環
境
基
本
条
例
の
制
定

環
境
の
保
全
及
び
創
出
に
関
す
る
施

策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図

る
た
め
、
そ
の
基
本
理
念
を
定
め
る
と

と
も
に
、
市
、
市
民
及
び
事
業
者
の
責

務
、
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も

の
。

奥
屋
川
及
び
砥
石
川
減
水
対
策
施
設
維

持
管
理
基
金
の
設
置
、
管
理
及
び
処
分

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

奥
屋
川
及
び
砥
石
川
の
関
係
水
利
権

代
表
者
と
の
協
議
に
よ
り
、
条
例
の
有

効
期
限
を
平
成

年

月

日
ま
で
延

長
す
る
も
の
。

【
建
設
委
員
会
付
託
案
件
】

市
道
の
路
線
の
認
定

路
線
に
つ
い
て
、
一
般
交
通
の
用

に
供
す
る
た
め
、
市
道
と
し
て
認
定
す

る
も
の
。

駐
車
場
を
有
料
の
自
転
車
駐
車
場
と
す

る
と
と
も
に
、
西
高
屋
駅
前
に
設
置
し

て
い
る
自
転
車
駐
車
場
の
利
用
者
の
増

加
に
対
応
す
る
た
め
、
同
駅
の
南
側
に

新
た
に
自
転
車
駐
車
場
を
設
置
す
る
も

の
。本

会
議
で
の
反
対
討
論

西
条
駅
前
の
駐
輪
場
に
対
す
る
市
民

の
ニ
ー
ズ
は
高
い
、

台
で
は
規

模
が
小
さ
く
、
料
金
設
定
も
周
辺
の
駅

前
と
比
較
し
て
高
い
。西
条
駅
前
に
は
、

土
産
物
屋
な
ど
も
あ
り
、
短
時
間
の
利

用
に
対
し
て
更
な
る
利
便
性
の
高
さ
が

望
ま
れ
る
た
め
、
反
対
す
る
。

本
会
議
で
の
賛
成
討
論

こ
の
駐
輪
場
の
有
料
化
は
、
全
体
で

は
駐
輪
場
は
足
り
て
い
る
が
、
駅
前
に

利
用
が
集
中
し
、
混
雑
し
て
い
る
状
況

を
整
理
す
る
た
め
と
理
解
し
て
お
り
、

正
当
性
が
あ
る
と
考
え
、
賛
成
す
る
。

市議会だより 第 号（平成 年 月 日発行）

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

福
富
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
管
理
を
行

う
指
定
管
理
者
と
し
て
、
東
広
島
市
福

富
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
運
営
委
員
会
を
指

定
す
る
も
の
。

【
市
民
経
済
委
員
会
付
託
案
件
】

住
居
表
示
を
実
施
す
る
市
街
地
の
区
域

及
び
そ
の
区
域
に
お
け
る
住
居
表
示
の

方
法
を
定
め
る
こ
と

住
居
表
示
を
実
施
す
る
市
街
地
の
区

域
を
定
め
る
と
と
も
に
、
住
居
表
示
の

方
法
を
定
め
る
も
の

駅
前
広
場
交
通
施
設
管
理
条
例
の
制
定

新
た
に
白
市
駅
前
広
場
及
び
安
芸
津

駅
前
広
場
の
交
通
施
設
を
整
備
し
た
こ

と
に
伴
い
、
既
設
の
駅
前
広
場
の
交
通

施
設
の
管
理
に
係
る
既
存
の
条
例
を
廃

止
し
、
こ
れ
ら
の
駅
前
広
場
及
び
既
設

の
入
野
駅
前
広
場
の
交
通
施
設
に
つ
い

て
、
使
用
料
そ
の
他
管
理
に
関
す
る
事

項
を
定
め
る
も
の
。

自
転
車
駐
車
場
設
置
及
び
管
理
条
例
の

一
部
改
正

西
条
駅
前
第

自
転
車
駐
車
場
の
改

築
工
事
の
完
成
に
伴
い
、
当
該
自
転
車

八本松市民グラウンド

福富パークゴルフ場

整備が完了した白市駅前広場

有料化された西条駅前第 自転車駐車場



地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物

の
制
限
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

東
広
島
都
市
計
画
下
見
学
生
街
地
区

地
区
計
画
の
区
域
の
変
更
に
伴
い
、
当

該
地
区
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
建

築
物
の
敷
地
、
構
造
及
び
用
途
に
関
す

る
制
限
に
つ
い
て
、
条
例
の
規
定
の
適

用
を
受
け
る
区
域
を
変
更
す
る
も
の
。

委
員
会
へ
の
付
託
を
省
略
し
て

可
決
し
た
案
件

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ

き
意
見
を
求
め
る
こ
と

八
本
松
南
六
丁
目

番

号岩い
わ

浅さ

清
き
よ
し

高
屋
町
造
賀

番
地たか

橋は
し

敏と
し

子こ

西
条
土
与
丸
一
丁
目

番

号
大お

お

野の

本も
と

子こ

八
本
松
町
吉
川

番
地根ね

来ご
ろ

み
ち
子こ

河
内
町
入
野

番
地沖お
き

忠た
だ

行ゆ
き

西
条
町
寺
家

番
地坂さ
か

本も
と

公き
み

子こ

志
和
財
産
区
管
理
委
員
の
選
任
の
同
意

志
和
町
冠

番
地

藏く
ら

田た

哲て
つ

雄お

志
和
町
別
府

番
地黒く
ろ

河こ
う

龍
司

り
ゅ
う
じ

志
和
町
志
和
東

番
地

里さ
と

川か
わ

武た
け

幸ゆ
き

志
和
町
内

番
地

た
か

木き

昭あ
き

夫お

志
和
町
奥
屋

番
地下し
も

村む
ら

昭
治

し
ょ
う
じ

志
和
町
志
和
堀

番
地

牧ま
き

尾お

良
二

り
ょ
う
じ

東
志
和
財
産
区
管
理
委
員
の
選
任
の
同
意

志
和
町
志
和
東

番
地黒く
ろ

河こ
う

俊と
し

夫お

志
和
町
内

番
地

井い
の

上う
え

修
司

し
ゅ
う
じ

志
和
町
志
和
東

番
地

財ざ
い

満ま

泰や
す

晴は
る

志
和
町
志
和
東

番
地

里さ
と

川か
わ

武た
け

幸ゆ
き

志
和
町
内

番
地

た
か

木き

昭あ
き

夫お

志
和
堀
財
産
区
管
理
委
員
の
選
任
の
同
意

志
和
町
志
和
堀

番
地

上う
え

田だ

秋あ
き

人と

志
和
町
志
和
堀

番
地

松ま
つ

川か
わ

邦く
に

彦ひ
こ

志
和
町
志
和
堀

番
地

桂
か
つ
ら

常つ
ね

昭あ
き

志
和
町
志
和
堀

番
地

伊い

関せ
き

敏と
し

雄お

志
和
町
志
和
堀

番
地

牧ま
き

尾お

良
二

り
ょ
う
じ

西
志
和
財
産
区
管
理
委
員
の
選
任
の
同
意

志
和
町
冠

番
地

藏く
ら

田た

哲て
つ

雄お

志
和
町
別
府

番
地黒く
ろ

河こ
う

龍
司

り
ゅ
う
じ

志
和
町
志
和
西

番
地三み

宅や
け

洋ひ
ろ

文ふ
み

志
和
町
奥
屋

番
地下し
も

村む
ら

昭
治

し
ょ
う
じ

白
市
財
産
区
管
理
委
員
の
選
任
の
同
意

高
屋
町
白
市

番
地

檜ひ

山や
ま

昭て
る

敏と
し

高
屋
町
白
市

番
地

大お
お

多た

和わ

孝
た
か
し

高
屋
町
白
市

番
地木き

村む
ら

岩い
わ

男お

高
屋
町
白
市

番
地児こ

玉だ
ま

修
司

し
ゅ
う
じ

高
屋
町
白
市

番
地天あ
ま

野の

通み
ち

明あ
き

高
屋
町
白
市

番
地

北き
た

村む
ら

健け
ん

治じ

平成 年第 回定例会 議決状況

市議会だより 第 号（平成 年 月 日発行）

下見学生街地区

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

西
条
駅
前
第

自
転
車
駐
車
場
の
管

理
を
行
う
指
定
管
理
者
と
し
て
、
株
式

会
社
カ
ル
フ
ー
ト
を
指
定
す
る
も
の
。

本
会
議
で
の
反
対
討
論

公
募
に
よ
る
指
定
管
理
者
制
度
は
低

賃
金
の
有
期
雇
用
に
置
き
か
え
ら
れ
、

官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
自
動
装
置
に

な
っ
て
い
る
と
反
対
し
て
き
た
。
今
回

は
公
募
も
せ
ず
、
安
易
に
指
定
し
て
お

り
、
公
平
性
に
も
欠
け
る
た
め
反
対
す

る
。



平
成

年
第

回
臨
時
会
が

開
か
れ
ま
し
た

月

日
に
開
催
さ
れ
た
平
成

年
第

回
臨
時
会
で
は
、
新
設
さ
れ
る
中
央
中

学
校
屋
内
運
動
場
の
新
築
工
事
（
建
築
）

に
か
か
る
請
負
契
約
締
結
の
議
案

件
、

補
正
予
算
案

件
の
議
案
が
上
程
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
議
案
を
所
管
の
常
任

委
員
会
に
付
託
し
、審
査
を
行
い
ま
し
た
。

月

日
に
は
、
各
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
案
件
に
つ
い
て
、
各
委
員
長
の

報
告
、
討
論
、
採
決
を
行
い
、
す
べ
て
提

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
に
付
託
し
て

本
会
議
で
可
決
し
た
案
件

【
文
教
厚
生
委
員
会
付
託
案
件
】

請
負
契
約
の
締
結

中
学
校
新
設
事
業
中
央
中
学
校
屋
内

運
動
場
新
築
工
事
（
建
築
）
の
請
負
契

約
を
締
結
す
る
も
の
。

契
約
金
額

億

万
円

契
約
の
相
手
方

増
岡
・
新
興
特
定
建
設
工
事

共
同
企
業
体

委
員
会
で
の
賛
成
討
論

低
入
札
価
格
調
査
を
行
う
の
で
あ
れ

ば
、
建
物
が
完
成
し
た
後
の
調
査
も
行

う
と
と
も
に
、
人
件
費
が
担
保
さ
れ
、

下
請
業
者
が
破
綻
に
追
い
込
ま
れ
な
い

よ
う
な
工
事
発
注
制
度
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

平成 年第 回定例会 平成 年第 回臨時会 議決状況

市議会だより 第 号（平成 年 月 日発行）

地域活性化・きめ細かな臨時交付金等に係る、各会計の補正内容

平成 年第 回臨時会で可決した 平成 年度一般会計補正予算（第 号）
（総務委員会付託）
補正額 億 万 千円増 補正後の総額 億 万 千円

（主な補正内容）
・総務費（集会所の改修経費） 万円 増
・民生費（老人集会所の改修や、いきいきこどもクラブの新設など） 万円 増
・農林水産業費（農村公園の修繕、大芝大橋の緊急通報機器設置など） 万 千円増
・土木費（橋梁の補修・補強、道路舗装、市道改良に係る経費など） 億 万 千円増
・消防費（消防団格納庫新設） 万円 増
・教育費（小・中学校施設、地区公民館、市民体育館の改修など） 億 万 千円増

平成 年度公共下水道事業特別会計補正予算（第 号）
（建設委員会付託）
補正額 万円増 補正後の総額 億 万 千円

地域活性化・きめ細かな臨時交付金等に係る、各会計の補正内容

平成 年第 回定例会で可決した 平成 年度一般会計補正予算（第 号）
（総務委員会付託）
補正額 億 万 千円減 補正後の総額 億 万 千円
（主な補正内容）
・総務費（情報通信基盤整備事業（第 期整備）の前倒しなど） 万 千円増
・民生費（子育て応援特別手当支給事業の減など） 億 万 千円減
・衛生費（広島中央環境衛生組合負担金の減など） 億 万 千円減
・農林水産業費（道の駅管理運営事業の減など） 億 万 千円減
・土木費（交通結節点改善事業などの減など） 億 万 千円減
・教育費（中学校新設事業やスポーツ施設整備事業などの減など） 億 万 千円減
・公債費（長期借入金元金償還金などの減など） 億 万 千円減

【本会議での反対討論】
貧困層が増大する経済状態、厳しい財政推計の中、今後大型事業が続けて行われるが、利息の安い合併特例債の活

用であっても、合併当時と今とでは環境が違う。住民ニーズが低く、約 億円にも上る光ケーブル事業の大型公共投
資が盛り込まれている本予算案に反対する。



委
員
会
提
出
議
案

を
可
決
し
ま
し
た

【
総
務
委
員
会
提
出
議
案
】

核
兵
器
の
廃
絶
と
恒
久
平
和
を
求
め
る

意
見
書

政
府
に
お
い
て
は
、
核
兵
器
の
廃
絶
と

恒
久
平
和
実
現
の
た
め
、
実
効
あ
る
核
兵

器
廃
絶
の
合
意
が
な
さ
れ
る
べ
く
核
軍

縮
・
不
拡
散
外
交
に
強
力
に
取
り
組
ま
れ

る
よ
う
、
次
の
点
に
つ
い
て
要
請
す
る
。

政
府
は
、
国
是
で
あ
る
非
核
三
原
則

を
堅
持
す
る
と
と
も
に
、
平
和
市
長
会

議
が
提
唱
す
る

年
ま
で
に
核

兵
器
の
廃
絶
を
め
ざ
す

ビ

ジ
ョ
ン

を
支
持
し
、
そ
の
実
現
に
向

け
て
取
り
組
む
こ
と
。

非
核
兵
器
地
帯
構
想
が
世
界
平
和
の

維
持
に
重
要
な
意
義
を
有
し
て
い
る
こ

と
に
考
慮
し
、
暫
時
、
世
界
各
地
に
非

核
兵
器
地
帯
条
約
が
実
現
す
る
よ
う
国

際
的
努
力
を
行
う
こ
と
。
特
に
、
朝
鮮

半
島
と
日
本
を
含
め
た
北
東
ア
ジ
ア
非

核
兵
器
地
帯
構
想
を
早
急
に
検
討
す
る

こ
と
。

の
遵
守
及
び
加
盟
促
進
、
包

括
的
核
実
験
禁
止
条
約
（

）

の
早
期
発
効
、
核
実
験
モ
ラ
ト
リ
ア
ム

の
継
続
、
兵
器
用
核
分
裂
性
物
質
生
産

禁
止
条
約
（
カ
ッ
ト
オ
フ
条
約
）
の
交

渉
開
始
と
早
期
妥
結
に
全
力
で
取
り
組

む
こ
と
。

委
員
会
提
出
議
案

平成 年第 回定例会 平成 年第 回臨時会 議決状況

市議会だより 第 号（平成 年 月 日発行）

【委員会での反対討論】
後期高齢者医療 後期高齢者医療制度の即時廃止を求めて反対する。
老人保健 後期高齢者医療制度に反対しており、後期高齢者医療制度へ移行するための経過措置となってい

る本会計の歳入及び歳出は認められない。

平成 年第 回定例会で可決した 平成 年度特別会計補正予算

平成 年度水道事業会計補正予算（第 号）を可決しました（建設委員会付託）

会計名（補正回数） 補正額（補正内容） 補正後の総額 付託委員会

住宅新築資金等貸付事業 万 千円減 万 千円

建設委員会公共下水道事業 億 万円 減 億 万 千円

産業団地汚水処理施設事業 万円 減 万 千円

農業集落排水事業 万 千円減 億 万 千円

市民経済委員会ひがしひろしま墓園管理事業 万円 減 万 千円

特定地域生活排水処理事業 （財源更正） 万 千円

寺家地区土地区画整理事業 万円 減 億 万円 建設委員会

国民健康保険
事業勘定 万 千円減 億 万 千円

文教厚生委員会

直営診療施設勘定 万 千円増 万 千円

後期高齢者医療 万 千円減 億 万 千円

老人保健 万円 減 万 千円

介護保険
保険事業勘定 億 万 千円減 億 万 千円

介護サービス事業勘定 万円 減 万円

会計名（補正回数） 補正額（補正内容） 補正後の総額 付託委員会

区 分 補 正 額 補正後の総額

収益的収入及び支出
収入 億 万 千円減 億 万 千円

支出 万 千円減 億 万 千円

資本的収入及び支出
収入 億 万 千円減 億 万 千円

支出 億 万 千円減 億 万 千円

区 分 補 正 額 補正後の総額



核
兵
器
の
廃
絶
と
恒
久
平
和
を
求
め
る

決
議

ノ
ー
モ
ア
・
ヒ
ロ
シ
マ
、
ノ
ー
モ
ア
・

ナ
ガ
サ
キ
、
ノ
ー
モ
ア
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
。

こ
の
訴
え
は
、
核
兵
器
廃
絶
と
恒
久
平

和
を
願
う
私
た
ち
被
爆
国
民
の
心
か
ら
の

叫
び
で
あ
る
。

し
か
し
、
核
兵
器
は
未
だ
に
世
界
に
約

万

千
発
も
存
在
し
、
核
兵
器
の
脅
威

か
ら
、
今
な
お
人
類
は
解
放
さ
れ
て
い
な

い
。

年
の
核
拡
散
防
止
条
約（

）
再
検
討
会
議
で
は
、
全
面
的
な
核

兵
器
廃
絶
を
約
束
し
た
は
ず
が
、

年
の
同
会
議
で
は
実
質
合
意
が
で
き

ず
、
核
軍
縮
は
も
と
よ
り
核
不
拡
散
体
制

そ
の
も
の
が
危
機
的
状
況
に
直
面
し
て
い

る
。
米
国
、
ロ
シ
ア
、
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
、

中
国
の
核
保
有

か
国
に
加
え
、

未
加
盟
の
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
は
核
兵

器
を
保
有
し
、
さ
ら
に
事
実
上
の
保
有
国

で
あ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
、
核
兵
器
開
発
に
つ

な
が
る
ウ
ラ
ン
を
濃
縮
・
拡
大
す
る
イ
ラ

ン
、
核
実
験
を
行
っ
た
北
朝
鮮
の
動
向
な

ど
は
核
不
拡
散
体
制
を
大
き
く
揺
る
が
し

て
い
る
。

よ
っ
て
、
東
広
島
市
議
会
は
、
核
兵
器

の
廃
絶
と
恒
久
平
和
の
実
現
の
た
め
、
平

和
市
長
会
議
に
よ
る

年
ま
で
に

核
兵
器
廃
絶
を
め
ざ
す

ビ

ジ
ョ
ン

を
支
持
し
、
被
爆

周
年
を
迎

え
る

年
に
開
か
れ
る

再

検
討
会
議
で
、
実
効
あ
る
核
兵
器
廃
絶
が

合
意
さ
れ
る
べ
く
、
全
世
界
が
核
軍
縮
・

不
拡
散
に
取
り
組
む
こ
と
を
要
請
す
る
。

以
上

決
議
す
る
。

平
成

年

月

日

東
広
島
市
議
会

議
員
紹
介

平
成

年

月

日
に
執
行
さ
れ
た

市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
で
当
選
さ
れ
た

藤
本
忠
邦
議
員
の
紹
介
を
し
ま
す
。

議
員
紹
介

行
政
視
察
報
告

議
会
運
営
委
員
会

日
時

月

日

日

視
察
地

鹿
児
島
市
八
代
市
大
分
市

各
視
察
先
で
は
、
議
会
運
営
と
議
会
の

改
革
活
性
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
視

察
し
た
。
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
で
は
、
特

に
委
員
会
の
公
開
と
一
般
質
問
等
の
一
問

一
答
方
式
に
つ
い
て
視
察
し
た
。

熊
本
県
八
代
市
で
は
、
開
か
れ
た
議
会

の
一
環
と
し
て
、
委
員
会
の
公
開
と
庁
内

や
市
内
各
所
へ
の
本
会
議
や
委
員
会
の
中

継
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
視
察
し
た
。

大
分
県
大
分
市
で
は
、
一
般
質
問
等
の

一
問
一
答
方
式
、
議
会
基
本
条
例
の
取
り

組
み
や
市
民
意
見
交
換
会
の
開
催
等
に
つ

い
て
視
察
し
た
。

各
市
の
取
り
組
み
は
、
本
市
で
協
議
し

て
い
る

議
会
の
改
革
活
性
化

に
と
っ

て
、
大
変
参
考
に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

行
政
視
察
報
告

平成 年第 回定例会 議決状況 行政視察報告 皆さんから出された陳情

市議会だより 第 号（平成 年 月 日発行）

皆
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
陳
情

下
水
道
受
益
者
負
担
金
に
関
す
る
陳
情
書

防
犯
灯
設
置
に
関
す
る
陳
情
書

問
い
合
わ
せ
窓
口
に
関
す
る
陳
情
書

下
水
道
接
続
意
向
調
査
に
関
す
る
陳
情
書

く
ら
し
支
え
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を

求
め
る
陳
情

防
犯
灯
設
置
に
関
す
る
陳
情
書

安
心
・
安
全
な
公
共
事
業
を
推
進
す
る
た

め
、国
土
交
通
省
の
事
務
所
・
出
張
所
の
存

続
を
求
め
る
意
見
書
採
択
を
求
め
る
陳
情

電
気
設
備
工
事
の
分
離
発
注
の
継
続
を
求

め
る
陳
情
書

最
低
賃
金
法
の
抜
本
改
正
と
安
定
雇
用
の

創
出
、
中
小
企
業
支
援
策
の
拡
充
・
強
化

を
求
め
る
陳
情
書

公
契
約
条
例
制
定
、
及
び

公
契
約
に

お
け
る
公
正
な
賃
金
・
労
働
条
件
の
確
保

を
求
め
る

陳
情
書

外
国
人
地
方
参
政
権
付
与
法
案

反
対

の
意
見
書
の
決
議
を
求
め
る
陳
情
書

永
住
外
国
人
地
方
参
政
権
付
与

反
対

に
つ
い
て
の
陳
情
書

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
法
制
化
に
反
対

す
る
陳
情
書

議会運営委員会視察（鹿児島市）

藤本 忠邦
（会派 威信会）

建設委員会委員に選任されました。


